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科目名 　保育実習Ⅱ　前期

担当者氏名 　原田　邦子、田村　みどり、中島　美智子

授業方法 実習
単位

卒業の必修・選択
2・選択 開講年次・開講期 2年

科目／施行規則に定める
科目区分又は事項等

（保）-  保育実習

　「保育実習Ⅱ」は「保育実習Ⅰ」を踏まえ、保育士資格の取得に向けて、より専
門的な学びを得る実習となり、自己の適性と卒業後の進路選択の資料を得る実習と
もなる。
この実習では、実際に保育全般に参加する経験を通して、保育士として必要な資
質・能力・技術を習得することを目的に行う。
保育課程に基づく指導計画の作成・実践・省察・評価と保育の過程について実践体
験を通して学ぶ。
さらに、多様な保育ニーズに対応する保育所の役割や保育士の業務及び職業倫理を
理解し、専門職としての自覚を育む。

『保育実習の手引』（実習指導室発行）
『保育者と学生・親のための乳児の絵本・保育課題絵本ガイ
ド』福岡貞子・礒沢淳子編著（ミネルヴァ書房）

『保育実習・教育実習』待井和江・福岡貞子編著（ミネルヴァ
書房）

１．保育所の役割や機能について実践を通して理解を深め、専門知識を習得する。
２．子どもの観察や関わりの視点を明確にすることを通して、自己課題の意識を持
ち実践に臨む意欲を持つ。
３．指導計画の作成と実践に取り組み、保育技術や技能を習得し実践力を身につけ
る。
４．保育士の業務内容や職業倫理について実践に結び付けて理解を深め、職業人と
しての意思や態度を持つ。
５．保育士としての自己の課題を明確化する。

科目番号：Ａ11
担当形態：クラス分け
幼稚園教諭：－
保育士：必須

実習態度、実習施設の評価（保育所実習記録を含む）に基づき
総合的に合否により評価する。

保育所所長等の勤務経験をもとに、実践的な演習を行います。

週 テーマ 学習内容／学習課題【予習復習・時間】

1
第1日目 実習先の指示に従い保育実習を行う/保育日誌に本日の実習内容を記録する【60分】

2
第2日目 実習先の指示に従い保育実習を行う/保育日誌に本日の実習内容を記録する【60分】

3
第3日目 実習先の指示に従い保育実習を行う/保育日誌に本日の実習内容を記録する【60分】

4
第4日目 実習先の指示に従い保育実習を行う/保育日誌に本日の実習内容を記録する【60分】

5
第5日目 実習先の指示に従い保育実習を行う/保育日誌に本日の実習内容を記録する【60分】

6
第6日目 実習先の指示に従い保育実習を行う/保育日誌に本日の実習内容を記録する【60分】

7
第7日目 実習先の指示に従い保育実習を行う/保育日誌に本日の実習内容を記録する【60分】

8
第8日目 実習先の指示に従い保育実習を行う/保育日誌に本日の実習内容を記録する【60分】

9
第9日目 実習先の指示に従い保育実習を行う/保育日誌に本日の実習内容を記録する【60分】

10
第10日目 実習先の指示に従い保育実習を行う/保育日誌に本日の実習内容を記録する【60分】

11
第11日目 実習先の指示に従い保育実習を行う/保育日誌に本日の実習内容を記録する【60分】

12
第12日目 実習先の指示に従い保育実習を行う/保育日誌に本日の実習内容を記録する【60分】

13

14

15


